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幡豆のカミキリムシ(W)
l)

筆者は先に本誌(42)• (43)・(50)に、 愛知県幡豆

郡幡豆町のカミキリムシについて報告したが、 そ

の後も採熊を行い若干の追加種を記録することが

出来たので報告する。

幡豆町は2011年4月に西尾市と合併したため、

本報告の採集地名は合併後の新表記とした。なお、

旧幡豆町内の合併後の地名表記は「大字」及び「字」

の3文字を削除して大字名を町名とする変更が行

われ「幡豆町」という地名は消滅した。

目録の種の配列、 和名及び学名は原則として日

本鞘翅目学会編(1984)「日本産カミキリ大図鑑」

に従った。 採集者はすべて早河で、 標本もすべて

早河が保管している。

目 録

1. キバネニセハムシハナカミキリ

Lemula decipiens Bates

西尾市西幡豆町 3 exs., 25-IV-2012. 

（カエデの花上）

2. オオョッスジハナカミキリ

Leptura regalis (Bates) 

西尾市寺部町 1 ex.. 23-VII-2012 ; 1 ex.. 25-VII-

2012. 

（スギの伐採木上）

1) (I)三河の昆虫 ． （42) : 389-392. 

(II)三河の昆虫(43) : 412413.

(rn)三河の昆虫， （50) : 559.

早 河 忍

3. フタオビミドリトラカミキリ

Chlorophorus muscosus (Bates)

西 尾市寺 部 町 3 exs., 19-VII-2012 ; 3 exs..

23-VII-2012.

（広葉樹の立枯．伐採枝上）

4. ワモンサビカミキリ

Pterolophia annulata (Chevrolat) 

西尾市コヶ根山 1 ex., 20-V-2001. 

西尾市西幡豆町 1 ex., 18-VI-2012. 

（伐採枝上）

5. トゲバカミキリ

Rondibilis saperdina (Bates) 

西尾市三ヶ根山 1 ex., 8-VI-2012 ; 1 ex., 4-VII-

2012. 

（広葉樹の枯枝上）

6. キクスイカミキリ

Phytoecia rufiventris Gautier 

西尾市寺部町 2 exs.. 6-V-2012 ; 3 exs., 7-V -

2012. 

（ヨモギの茎・葉上）

本報ではカミキリムシ科6 種を記録した。 これ

で西尾市幡豆地区のカミキリムシは65 種となっ

た。 この他にも分布の予想される種があると思わ

れるので、 今後も採集を継続したい。

参考文献

穂積俊文(1993)「愛知県の昆虫・甲虫H」の追加記録(3)

- 1992年度のまとめ ー

． 佳香蝶 ． 45 (175) : 43 - 47. 

湯沢宜久・蟹江 昇・河路掛吾・竹内克挫(1990)

愛知県のカミキリムシ科 ． 愛知県の昆虫（上） ：389 -

433. 
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図- 3 
A, ツマアカナガエハネカクシ； （体長9.5 mm) 
B マエグロチピオオキノコ（体長4.5 mm):
C. コルリクビボソハムシ（体長3.5 mm)
D, ヒゴトゲハムシ（体長4.5 mm)

lex.,31- V -2012. 各地に多いヒメキバネサルハ

ムシであるが、 最近見直されてムネアカキバネサ

ルハムシ、 ツヤキバネサルハムシ、 チビキバネサ

ルハムシ、 マルキバネサルハムシの4種に分けら

れた。 本種はクズに多い普通の種である。

14.ヒゴトゲハムシ

Dactylispa higoniae (Lewis)［図—3 D]

lex.. 31-V-2012. 豊田市の山地には広く分布し

ており、 新城市や豊橋市でも採集しているが、 鳥

川や豊橋市では希である。 食餌植物はムラサキシ

キプで、 秋季でも得られることがよくある。 最近

になって豊田市に隣接した新城市作手地区では各

地で時々見出されるようになり、 一度に数頭が得

られることも珍しくなくなったが、 産地は限定的

である。 鳥川では寄主植物のムラサキシキブを多

数調べたが、 今のところl頭が得られているに過

ぎない。 分布上から興味深い種であり、 今後の動

向には注視したいものである。

B
 

あとがき

最近は岡崎市鳥川町の「とっかわホタルの里」

はホタル自然観察の名所として注目されている

が、 箪者が甲虫類の調査を試みたのは今回が初め

てであった。 まだ数回程度訪れただけなので、 当

地域に生息する種の一部が解ったに過ぎないであ

ろう。 しかし、 調査を重ねて行くうちに興味深い

点が少なからず見えてきた。 当地域は平野部から

山間部への中間地点に位置した場所であるため、

地理的にも輿味深い場所であるように思えた。 今

回は単年度の乏しい試料ではあったが、 ここに調

奔結果の概要を報告させて頂いた。 これが、 岡崎

市の里山が持つ魅力のひとつになれば幸いであ

る。

文 献

1. 大平仁夫(1985)岡崎市の甲虫類 ． 新編岡崎f|i史(14)

自然：1024-1096.

2.山崎隆弘(2012)愛知県岡崎市のハムシ類 ． 三河生物 ．

(4) : 27-40.

3. Kunio Suzuki (2005) Discripti on of a New Species of

the Genus Lema(Coleoptera Criocerin ae)From

Honsyu.J a p an. Elytra.Tokyo.33(1):86-94.
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コメッキムシ科Elateridae

1)ホソサビキコリAgrypnus fuliginosus 

(Candeze) lex． 梶島では初めての記録であると

思われる。

2)ヒゲナガコメッキNeotrichophorusjunior junior 

(Candeze) lex． 梶島では初めての記録であると

思われる。

カミキリムシ科Cerambycidae

l)ヒトオビアラゲカミキリRhopaloscelis

unifasciatus Blessig lex. 三河湾の島では初めて

の記録であると思われる。

上記の他は、 既に記録のある種であり、 カメム

シ科については種名を下記に列記しておくことに

する。

・オオホシカメムシPhysopelta gutta

(Burmeister) lex.

・ホシハラビロヘリカメムシHomoeocerus

unipunctatus (Thunberg) lex. 

・ツマキヘリカメムシHygia(Hygia) opaca

(Uher) lex.

・マルカメムシMegacopta cribraria

(Fabricius) lex.

・チャバネアオカメムシPlautia crossota stali 

Scott lex.

参考文献

1)山崎隆弘・浅岡孝知（1990)三河湾•島の昆虫 自刊

岡崎市鳥川町での調査報告 （カメムシ類）

図1. 鳥川の入り口に立つ案内板

三河昆虫研究会の調査活動で、 早春の4月29

日（日）に岡崎市（旧額田町）烏川集落周辺に出

かけてきた。 鳥川は6月にはゲンジボタルが乱舞

するところとして有名である。 鳥川ホタル保存会

の人々が自生する自然環境の保全に努めている。

展示施設が鳥川川沿いの鳥川小学校にあり、 見学

が自由である。 近くには額棠山があったり、 山歩

きコ ー スが設定されていたりする。 労を取ってく

ださった山崎隆弘副会長や大平仁夫会長、 伊藤昭

博氏、 判家卓司氏に感謝申し上げる。 得られたカ

メムシ類についてのみ報告する。

・カメムシ目HEMIPTERA

サシガメ科Reduviidae

浅 岡 孝

l)アカヘリサシガメRhynocoris ornatus (Uhler) 

2exs. 

2)シマサシガメSphedanolestes impressicollis

(Stal) lex.幼体

ヒラタカメムシ科Aradidae

3)ノコギリヒラタカメムシAradus orientalis 

Bergroth lex.

ナガカメムシ科Lygaeidae

4)ホソコバネナガカメムシMacropes obnubilus 

(Distant) 2exs.

オオオシカメムシ科Largidae

5)ヒメホシカメムシPhysopelta parviceps Blore

lex.

カメムシ科Pentatomidae

6)シロヘリカメムシAenaliaJewisi (Scott) lex.

7)クサギカメムシHalyomorpha picus

(Fabricius) lex.

知

コウチュウ類では、 早春に良く見いだされるオ

オセンチコガネGeotrupes auratusが複数見いださ

れている。 本種は近年シカが里地に降りてくるよ

うになったことで、 その個体数が増加している。
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岡崎市では． 1980年代から1990年代にかけて

は． 市内の各所で． 時々見られる程度の種であっ

た。 しかし． 2000年以降では． 矢作川の堤防付近

の雑木林が拡大し， そこに生育するウマノスズク

サを食草として． 大発生するようになった。

(6)ミヤマカラスアゲハ

• •: 
ヽ a

蕊い
く記録＞
•岡崎市石原町． 1967. 7.27. 1 6'. 杉坂美典
•岡崎市桑谷町2002.9.25. 1 6'. 柵木宗孝
•岡崎市池金町， 2012.5.5. 1 6'. 杉坂美典

額田町と合併する前の岡崎市では， 山間部での

目撃情報があったが正式には， 1例も確認はで

きない状態であった。 旧額田町でも， 標高の最も

高い本宮山周辺に分布していたが非常に稀であ

った。 しかし， 2002年9月 岡崎市の南部に位置

する桑谷町で1 6'が採集され， 2012年5月には，

かなり市街地に近い池金町で新鮮な個体を写真撮

影することができた。 近似種のカラスアゲハが市

街地の公園などから姿を消している状況の中で，

本種の記録が比較的低い丘陵地で出たことは非常

に興味深い。

(7) ツマグロキチョウ

く記録＞
•岡崎市茅原沢町， 1979.4.23, 1 (f', 杉坂美典
•岡崎市上青野町1979.7.8, 1 (f'. 杉坂美典
•岡崎市中園町1980.6.26. 1早 ， 村田文彦
•岡綺市中園町1980.10.4. 5 (f'(f'2早早 ， 村田文彦
•岡崎市奥山田町1982.9.15. 1 (f'. 杉坂美典

愛知県では． 1980年代から徐々に減少し， 名古

屋市守山区を除いて過去に記録のあったほとんど

の場所から姿を消した。 原因は， 食草のカワラケ

ツメイが激減したことによる。 しかし ， 名古屋市

守山区では， 宅地造成に伴ってアレチケッメイが

大繁殖し． これに食草転換した本種が多数発生し

ている。 ところが発生地が宅地造成地に限られ

ているため ， この状態は永くは続かないことは明

らかである。

岡崎市では， 1970年代から1982年までは， 矢

作川や男川・ 乙川などの堤防 ， 村積山や桑谷山，

本宮山などの林道沿い、 その周辺の荒地に広く分

布していた。 しかし， 1982年9月の記録が最後と

なり ， この30年間は記録がない。

本種は全国的にも激減しており ， 環境省は， 絶

滅危惧種I B類に指定している。

本種は， キタキチョウ（旧キチョウ）に似てい

るが ， 本種の方がやや小型で， 前翅の外縁の黒帯

が下端の部分には逹しないが， キタキチョウでは，

先端から下端までつながっている。 しかし， 本種

の夏型は， 翅形や斑紋がキタキチョウと似ている

ため ， 同定には注意が必要である。 本種の方が翅

形はやや丸味を帯びることや前翅外縁の黒帯の凹

凸の形状を確認する必要がある。
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る必要があると指摘した。今回の調査で本種は上・

中流域において確認でき、 個体数の多さからいえ

ば上流域の渓流に一番多く、 下流になるにしたが

って個体数が減少していく傾向がみられた。 下流

域で少なくなったのは主に流木に依存する本種で

あるので流木供給量に起因するものかもしれない

し、 下流域の流木に多く見出されたミヤモトアシ

ナガミゾドロムシなどとの棲み分けによるものか

もしれない。 また今回は採集地点の水質について

デー タをとっていないため確実なことは言えない

が、 下流域になるにしたがって水質の悪化に伴う

減少があるのかもしれない。 多くの水生生物が減

少し絶滅が危惧されている種も少なからずいる中

で、 矢作川水系におけるケスジドロムシの実態が

どうなっているのか詳細は把握できていない。 今

後の課題としては本水系における本種の記録が非

常に少ないため、 さらに採集記録を蓄積していく

ことで詳しい分布域を把握する必要がある。 併せ

て生息環境の水質状態についても記録していく必

要があふ本種の生息については今後とも注意を

払うべきであると考えている。
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2011年に豊田市で採集したコメッキムシ若干種の記録
大 平 仁 夫 高 井 泰

このたび筆者の一人である高井が2011年に豊

田市で採集したコメッキムシを大平が同定をした

ので， ここに共著として報告することにした こ

こに記録した種は17 種で大部分のものは普通種

であるが， 豊田市自然環境調査資料として役立て

ば幸いである． 調査範囲は農田市自然環境基礎調

査メッシュ番号(5237)内で採集地はそのメッシ

ュ番号(M.·.)として採集データに付記した． ま

た． 採集年はすべて2011年で採集者は高井本人

であるので． 本文中ではそれらは省略して扱った

この報告が豊田地域のコメッキムシ類の分布相の

充実に少しでも役立てば幸いである

種の記録

1. Cryptalaus Jarvatus pini (Lewis, 1894)

フタモンウバタマコメッキ

標本：l全 豊松町足助道 ． 30-VI.(M. 42-60) 

暖地系の種で， 足助からは岡田(1997)が記録し

ている．

2. Cryptoalaus berus (Candeze. 1865) 

ウバタマコメッキ

標本： l辛 羽布町 ， 10-V, (M. 43-23) 

各地の松林に見出される種である しかし ． 羽

布町からはこれが最初の記録と思われる．

3. Agrypnus (Agrypnus) binodulus binodulus

(Motschulsky, 1861)サビキコリ

標本：l全 面／木峠 ． 10-VII, (M. 64-26) 

各地の雑木林に広く分布する種である．

4. Hemicrepidius (Miwacrepidius) subcyanus 

(Motschulsky, 1866)ルリツヤハダコメッキ

標本：l早 ．面ノ木峠 ． 17-VII. (M. 64-26)

寒冷地系で最近ではあまり見出されていない．

面ノ木峠の近くでは， 黒田ダムから穂積（1968)

が記録している．

5. Hemicrepidius (Pseudathous) secessus secessus 

(Candeze. 1873)クロツヤハダコメッキ

標本：66'6' .面ノ木峠 ． 17-VII. (M. 64-26) 

図1. A. マサタカアカコメッキ， り（体長10.5 mm) 
B. キアシヒメカネコメッキ ， 早（体長7mm)

各地の雑木林に広く分布する種である．

6. Hemicrepidius (Heterathous) desertor 

(Candeze. 1873)ヒメクロツヤハダコメッキ

標本：1 t ，面）木峠 ， 17-VII, (M. 64-26)

愛知県では主として奥三河の山岳地帯に分布．

分布の南限は新城市あたりである． 面）木峠から

は岸井(2006)による記録がある．

7. Hemicrepidius (Medakathous) jactatus jactatus 

(Lewis. 1894)メダカツヤハダコメッキ

標本：1 t， 豊松町足助道 ， 14-VIII, (M. 64-26) ; 

3 tt， 面）木峠 ， 14-VIII. (M. 64-26). 

雑木山林に分布しているが， 個体数は少ない．

8. Limonius approximans (Lewis, 1894)

キアシヒメカネコメッキ（図1, b) 

標本：l早 ，面）木峠 ， 10-VII,(M, 64-26).the

山地の広葉樹林に分布する種であるが ， 個体数

は少ない 面）木峠からは大平(1987)が最初に記

録している．

9. Denticollis miniatus (Candeze. 1885) 

ミヤマベニコメッキ
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標本：1 6''羽布町 ， 8-V.(M. 43-32) 

愛知県では主として三河地方の山岳帯に分布し

ている ． 羽布町からは最初の記録と思われる ．

10. Ampedus (Ampedus) masatakai Ohira, 2007

マサタカアカコメッキ（図1. a) 

標本：羽布町 ， 2 6'6'3早早 ， 10-IV.(M. 43-32) 

本種は愛知県原産の種である． 体長は10mm内

外黒色で光沢を有し， 上翅は赤褐色で ， 会合線

部はや や暗色を星する ． また ， 体背面の毛は黒色

である前胸背板の点刻は小形で 一 様に分布 ， 表

皮面は平滑である ． 原記載では岡崎市 ， 豊川市音

羽町 ， 新城市から記録しているが， 大 平(2008)は

豊田市伊勢神峠 ， 大平(2009)は豊根村古真立 ， 大

平(2012)は岡崎市樫山町から記録している。 この

よう な分布から、 本種は里山周辺の雑木林に広く

分布しており ． 朽木中で秋に成虫になった個体は，

そこで冬を越し， 春に外部に現れるようである ．

羽布町からはこれが最初の記録である ．

11. Ampedus (Ampedus) hypogastricus hypogastricus 

(Candeze, 1873)アカハラクロコメッキ

標本：3 6'6'2早早 ， 羽布町 ， 10-V.(M.43-23); 

1 6'， 成瀬 ． 5-VI,(M. 42-68); 1早 ， 面J木峠 ， 10-VII.

(M. 64-26). 

成虫は里山の松のあると ころに分布している 普

通種である．

12. Vuilletus viridis subopacus Nakane. 1959 

コミドリヒメコメッキ

標本：1 6'1早 ， 羽布町（M. 43-24, 43-33) 

里山 や山地の 広葉雑木林に分布する普通種であ

ったが山林の荒廃と植林化で個体数は少なくな

り ， 今では見出され なくなっている場所が多い ．

13. Dolerosomus gracilis (Candeze. 1873)

キバネホ ‘ノコメッキ

標本：3 6'6'1早 ． 羽布町 ． 4-V.(M. 43-32); 1 6'. 

松平町高月院 ， 8-V.(M. 42-51). 

各地の雑木林に広く分布する種で ， 花上で 小集

団で 見出される ことが多い ．

14. Ee血us sericeus sericeus (Candeze. 1878) 

カバイロコメッキ

標本：3 6'6'1早 ． 羽布町 ． 4-V.(M. 43-32) 

山地の農耕地 や牧草地の周辺に多い種である ．

15. Parasilesis musculus musculus (Candeze. 1873)

クチプトコメッキ

標本：1 (f'1早 ， 面）木峠 ．14-VIII,(M. 64-26) 

面）木峠では普通に見られる種である ．

16. Melanotus (Melanotus) correctus correctus 

(Candeze, 1865)ヒラタクロクシコメッキ

標本：1 (f'， 面）木峠 ， 17-VII,(M. 64-26) 

山林性で雑木林に広く分布する種である ．

17. Melanotus (Spheniscosomus) cete cete

Candeze, 1860アカアシオオクシコメッキ

標本：l早 ， 豊松町足助道 ， 17-VI, (M. 42-60)

低地から山地の雑木林に広く分布する種であ

る ．

引用文献

岡田正哉（1997)愛知県内で得たフタモンウバタマ

コメッキ 虫譜 ． 35(2): 22. 

穂積俊文(1968)東海甲虫誌（15）． 佳香蝶 ． 20(74): 35-47. 

岸井 尚（2006)細川浩司氏蒐集の邦産コメッキムシ．

地域甲虫自然史． 2号：1-89. (日本甲虫学会）

大平仁夫(1984)原田猪津夫氏採然のコメッキムシ(II).

佳香蝶 ． 36(138): 17-18. 

大平仁夫(1985)山崎隆弘氏採集の三河地方の

コメッキムシ． 三河の昆虫 ． （32): 170-178.

大平仁夫(1987)愛知・岐阜県のコメッキムシ若干種．

三河の昆虫 ． （34): 226-227. 

大平仁夫（1992)穂積俊文先生採焦のコメッキムシ椋本．

三河の昆虫 ． （39): 343-348. 

Ohira, H. (2007) New or Little-known Elateridae 

(Coleoptera) from Japan.. L. Elytra. Tokyo, 5(1): 108-110 

大平仁夫(2008)戸田尚希氏採集の愛知県のコメッキ

ムシ若干種． 佳香蝶 ． 60(235): 233-234

大平仁夫(2009)愛知県豊根村のコメッキムシ若干種の

記録 三河の昆虫 ． （56): 687-688. 
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シジミチョウ科Lycaenidae

ウラナミアカシジミ

]aponica saepestriata (Hewitson) 

京ケ峰三丁目20-VI-2012,lex.（撮影：大脇雅久）：

矢並町百伏 ，18-VII-2012,lex.（撮影）

近年大きく減少した種であるため、 記録にとど

めておく。

ウラミスジシジミ

Wagimo signatus (Butler)

東山町四丁目，28-VII-2012,lex.（大脇雅久） ：市

木町南山 ，l-VIII-2012（撮影）

2010年（吉鶴ほか ， 2012)に続いての記録であ

る。

タテハチョウ科Nymphalidae

オオウラギンスジヒョウモン

Argyronome ruslana (Motschulsky) 

市木町南山 ， 30-IX-2012,1早（撮影：大脇雅久）

近年当地で記録がなかった種である。

ウラギンヒョウモン

Fabriciana adippe pallescens (Butler) 

市木町南山 ，6-X-2012,1早（撮影：小池彩）

近年当地で記録がなかった種である。

ホシミスジ

Neptis pryeri iwasei Fujioka

東山町四TI=!,6-VI-2012,lex.（撮影）

当地初記録である。

オオムラサキ

オオムラサキ（図7)

Sasakia charonda (Hewitson)

東山町四丁目，22-VI-2012.1 t'（撮影：大熊千晶）

近年当地で記録がなかった種である。

【過去の記録の訂正】

過去に発表した当地区のものに間違いがあった

ので、 ここに訂正すると共に、 お詫び申し上げる。

訂正はいずれも地名で、 用いた地図の小字境界が

間違っていたことに起因するものである。

ヤホシゴミムシ（吉鶴， 2008)

【誤］東山町五丁目 ［正］東山町四丁目

オグマサナエ、 タカネトンボ、 ナツアカネ（以上

吉鶴ほか， 2010)

【誤】東山五丁目 【正】東山町四丁目

オオオバボタル（吉鶴ほか ， 2010)

【誤】東山町五丁目 【正】東山町四丁目

引用文献

今坂正一・ 三宅 武(2008) 2007年に大分県で採躾した

興味深い甲虫． 二豊のむし ． （46) : 17-29. 

南 雅之・滝沢春雄(2005)東京都本土部のハムシ ． 神奈

川虫報 ， （149) : 1-21 

吉鶴靖則(2007)旧豊田市で記録が少ない種類について

の報告 三河の昆虫． （54) : 652-653 

吉鶴靖則(2008)旧農田市で記録が少ない種類について

の報告(2) 三河の昆虫． （55) : 680-681. 

吉鶴靖則・川田奈穂子・小出恭章(2010)旧豊田市で記

録が少ない種類についての報告（その3). 三河の昆虫．

(57) : 721-723.

吉鶴靖則・川田奈穂子・小出恭章（2012)旧豊田市で記

録が少ない種類についての報告（その4). 三河の昆虫．

(59) : 763-767.
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豊田市で採集された興味ある甲虫

箪者は豊田市（旧旭町） 伊熊の伊熊神社で甲虫

類の調査を行った。 神社境内周辺は小規模な がら

自然林が残されており、 モミ、 イヌシデ、 スギな

どの大径木が茂る良好な環境とな っている。 調査

方法はビ ー ティングおよび、 ライトトラップを中

心としたもので、 愛知県未記録種を含むいくらか

の興味深い 甲虫を採集することができたので報告

する。 以下の記録はいずれも神社境内で筆者が採

集したものである。

1. ミヤタケヒメツヤヒラタコメッキ

Hypoganus miyatakei Ohira（図1)

本種成虫は7月から9月に掛けて現れ、 大径木

の樹皮などに潜むことが知られている。 県内の記

録はわずかで鳳来町阿寺（大平1994)、 設楽町段

戸（大平1995， 蟹江2010)の2 か所が生息地とし

て知られているにすぎな かった。 神社境内のスギ

大径木根際付近 の樹皮下およびライトトラップで

得られた。

2exsJ9 - VIII -2012. 

2. ルイスホソカタムシ

Gempylodes ornamentalis (Ritter)（図2)

稀なホソカタムシとして知られているが、 近年

ナラ枯れの被害の拡大に合わせ生息域を拡大する

傾向がみ ら れる。 県 内 で は春日井市（河路

2010,2012)から記録され、 その後名古屋市内から

も採集されている（未発表）。 本種はカシナガキ

クイによって加害衰弱した木に見られ、 坑道内に

潜り込みこれらの幼虫を捕食しているようだ。 新

しいシイ立ち枯れより採集した。

lex.15 - VII -2012. 

図l

蟹 江 昇

図2

（ヒメナガセスジ） と混同されてきたが、 前胸縦

隆起線が不明瞭、 触角先端球根が3節からなるこ

とで2011年に新種記載された。 前種と同じシイ

立ち枯れより得た。

26exs,15- VII -2012.12exs,15- VlII -2012. 

引用文献

河路掛吾(2010)ルイスホソカタムシを愛知県春日井市

で採集 ． 月刊むし（476): 47. 

河路掛吾（2012)ルイスホソカタムシの追加記録 ． 佳香蝶

64 (250) : 34. 

大平仁夫(1994)三河地方から採集されるコメッキムシ

について(ll） ． 佳香蝶46 (180) : 41-42 

大平仁夫(1995)ミヤタケヒメツヤヒラタコメッキ段戸

襄谷で採集 ． 三河の昆虫（42) : 405 

3. オカダユミセスジホソカタムシ 蟹江昇（2010)ミヤタケヒメツヤヒラタコメッキの採集

Lasconotus okadai Aoki（図3 ) 例 ． 三河の昆虫(57) : 720. 

関東から九州に分布し、 愛知県では初めての記

録となる。 近年までヒメユミセスジホソカタム シ
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烏の死骸下からマメダルマコガネを採集
春 田 祥 博

箪者は、 コプスジコガネ類の採集を目的として、 標本：愛知県豊川市

干乾びた鳥の慄死骸を豊川市御津山中に仕掛けて 御津町広石御津山

おいた。 4 - VIII - 2010. lex. 

その後、 数回に渡ってこのトラップの確認を行 6 - VIII - 2010. lex. 

った結果、 目的としたコブスジコガネの仲間は得

られなかったが、 トラップ下の表面の土をトレイ

に移して調べてみると、 マメダルマコガネPanelus

parvulusが得られた。

本種はもともと雑食性が強く、 腐敗動物質にも

集まるとのことであるが、 その具体的な 一 例とし

てここに報告しておく。

参考文献

川井信矢他 ．2005. LI本産コガネムシ上科図説 第1巻

食奨群：51.

2012年におけるヒゲコガネ属の採集記録について
鈴 木 栄 二

l. ヒ ゲ コ ガ ネ

Polyphylla (Gynexophylla) 

la ti coll is la ticollisは愛知

県で は豊川、 矢 作 川、

木曽川流域等から知ら

れており、 大きな河川

と関わり合いの強い甲

虫であると考えられる。

三河地方では豊川市（旧

一宮町）、 豊橋市、 岡崎

市、 西尾市から報告されている。

筆者は矢作川右岸、 岡崎市東大友町で灯火に飛

来した個体を採集したので記録する。 なお、 2011

年には同川左岸の八帖南町でも7月に2(!'(!'を得

ている。

採集記録

岡崎市東大友町 1 d'03- VII -2012. 

引用文献

＇ぃ`
i
＼
 

�
 

rU

り
川井信矢ほか（2007)日本

産コガネムシ上科図説

第2巻 ． 食葉群I

2. シロスジコガネ

P o l y p h  y l l a  (Gra ni d a) 

albolineataは愛知県では

東三河や知多半島の海

岸が主な産地として知

られている。

籠者は田原市で灯火に飛来したものを採集した

ので記録する。

採集記録

田原市六連町 2,J'1早30- VI -2012 

田原市小塩津町 l早 07- VII -2012 

田原市赤羽根町 1早 07- VII -2012. 

引用文献

愛知県(1990)愛知県の昆虫（上）342-343

愛知県(1990)愛知県の昆虫（上）p.342-343. 川井信矢ほか(2007) Fl本産コガネムシ上科凶説

大平仁夫(1985)岡崎市の動物昆虫類岡崎市史・自然編 第2巻 ， 食菜群I.

1028pp, （岡崎市）
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知多半島でのクロコムラサキの記録

愛知県のコムラサキApatura metisは渥美・知

多半島部を除き広く分布しており、 そのf o rm 

であるクロコムラサキもほぼ全域で出現するが、

尾張平野部での記録は少なく、 その出現率は名古

屋市東部丘陵以東から三河地方へ向かって次第に

高くなることが判明している（大曽根・ 中島．

2006)。

知多半島のコムラサキは、 従来、 記録そのもの

は報告されていたが（平松 ． 2001）、 これは半島

基部付近の内陸側の行政区画上のもので、 地理的

には半島部での生息はこれまでは確認されていな

かった。 ところが最近、 本種の分布が半島部にも

拡大傾向にあり、 箪者は2007年に知多市佐布里

池付近と半田市北部で成虫を確認した。 そして、

本年、 クロコムラサキも確認したので報告する。

1/ ． 知多市佐布里馳脇 ． 2012年5月21日 ． 笙者採集（写真）

植栽のシダレヤナギの大木の周囲を飛翔する多

大曽根 剛

知多市佐布里奥戊長田 ． 2007年6月6日 ． l辛筆者確認 ．

半田市北大矢知町1. 2007年6月6 1::1. 1辛 ． 箪者確認 ．

大府市北崎町大根緑公園 ， 2009年9月13日1 d'1 -'i'. 

筆者採巣；同地 ． 2010年2月19日 ． l幼虫 ． 笙者採媒 ．

東海市名和町膳棚新池 ． 2010年5月29日 ． 1 6' ． 箪者採集：

大府市横根町名高1.ll増用池． 2010年5月31 Fl. 1辛 笠

者確認；東海市荒尾町南奥山2012年6月1 0日1年 ．

箪者確認

くの個体を確認したが、 その中で1頭のみクロコ クロコムラサキ（知多市産）り

ムラサキを確認して採集した。 文 献

その他、 現在まで箪者が確認できた知多半島基 l)平松俊彦(2001)知多半島におけるネアカヨシャンマ

部付近でのコムラサキの記録も付記する。 とコムラサキの記録住香蝶53 (208) : 64

◇平成 23 (2011) 年度の総会◇

総会は平成24(2012)年3月4日に開かれ． 小

淵沢から権田先生も出席， 楽しい話題の多い総

会でした，

出席者：前列右から山崎隆弘， 松井直人 ． 大場裕一

，

権田 武 大平仁夫鈴木栄二，

後列右から浅岡孝知， 市川靖浩 ， 白井矛11伸 ，

金田吉高吉鶴靖則久永和彦 戸田尚希 ，

伊藤昭博 ． 螢江 昇， 杉坂美典， 柵木宗孝 ，

早川 忍 ． 半家卓司 ， 山本英治 ， 小鹿 亨 ．

2)大曽根剛・中島悦雄(2006)愛知県のコムラサキにつ

いて． 佳香蝶 ． 58 (228) : 57-66.
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タイワンタケクマバチを安城市で観察

タイワンタケクマバチXylocopa tranquebarorum

はコシプトハナバチ科に属する大形の外来ハナバ

チ類で、 国内では豊田市ではじめてその侵入され

たことが知られている。 現在は、 県内では広く記

録されているようで、 ブルー デー タブックあいち

2012 にもその名前がある。

筆者は勤務する安城市立今池小学校の敷地内

で、 本種を観察しているので市内の目撃記録とし

て報告する。

《データ〉タイワンタケクマバチ愛知県安城市今池町

安城市立今池小学校地内

2012年8月4日1 ex.目繋 ．

2012年8月18日1 d'目撃 ．

2012年8月23日1 d'目繋 ．

写真は、 安城市で紫色の花をつけるシソ科サル

ビア属の一種Salvia farinacea（園芸名： ファリ

ナセア ・ ビクトリア ・ ブルー ）に訪花したもので

ある。学校ではこの植物を花壇用に栽培しており、

この時期にはこの花が多く、 タイワンタケクマバ

チをはじめ、 多くの昆虫類の蜜源になっているよ

うである。 この写真を撮影した日の前後にも観察

しており、 2 頭程度の複数で現れることもあった。

なお、 8月18日 ・23日に目撃のりは、 名城大学

農学部昆虫学研究室の山岸博士によれば、 今年羽

化した若い；とのことであった。

本種は胸部全体が黒く、 胸部背面が黄色い在来

種のキムネクマバチ（クマバチ） （Xylocopa 

appendiculata circumvolans)と容易に区別できるた

め、 フィ ー ルドで観察していても、 両種を見間違

える可能性は少ないと感じた。

小 鹿

タイワンタケクマバチ2012年8月18日安城市今池町

この時期、 在来種キムネクマバチも同じ場所で

観察できたが、 一度に目撃する個体数は、 どちら

もl ~ 2頭程度で大差はなかった。 なお、 観察し

た場所は名鉄新安城駅の南側にあるマンション群

に囲まれており、 周辺はタケ類があまり多くない

環境であると思われる。

最後になりましたが、 タイワンタケクマバチに

ついて、 ご教示いただいた名城大学農学部昆虫学

研究室山岸健三博士に感謝いたします。

参考文献

川添和英2012.ダニの遺伝子データから外米種タイワンタ

ケクマバチの正体解明に挑む ． 昆虫DNA研究会ニュ ー

スレター 17: 13-16. 

間野隆裕2012. タイワンタケクマバチ ． プル ー デ ー タプ

ックあいち2012: lll. 愛知県 ． 岡部貴美子2010. 豊田

市に定着したタイワンタケクマバチは悪者だろうか？ ．

矢作研月報 ．

Rio(l43): 1-2. タイワンタケクマバチ2012年8月18日安

城市今池町

◇カシノナガキクイの被害で． 岡崎地方ではクヌギや

コナラの古木が枯れ， その朽ち木でオオゴキブリが

増えている． そこにまた樹液の出る若木が育ち， 森

林が若返り， クワガタやカナプンが集まる（大平）
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シリ ーズ・昆虫と私(1虻

1979年の夏に大学の研究室に就職浪人として残

っていた私は、 講座旅行で出掛けた御岳山の濁河

で初めて本格的な昆虫採集を経験しました。

気持ちのよい夏空のもとで、 ノリウツギやシシ

ウドの花に集まる甲虫類を採集するのは非常に楽

しい経験でした。 この時に、 捕虫網の他に叩網で

甲虫を採集する方法やタトウを使った標本の作り

方などの手ほどきを受けました。

の機会は随分と少なくな

りました。

それでも昆虫とは付か

ず離れずで、 1994年から

は三河昆虫研究会にも入

会させて頂き、 現在に至

っています。

私の昆虫との付き合い

2013年3月

早 河 忍

すっかり昆虫採集のとりこになった私は、 翌年

の 3月には南西諸島へ採集に出かける友人に同行

して、 石垣島・西表島で2 週間を過ごしました。

手ほどきをしてくれた友人の影響で、 主にカミキ

は研究というよりも趣味の色合いの濃いものです

が、総会で皆さんの熱心な活動を伺うと刺激され、

励みになります。

これからもながく昆虫に触れていきたいと思って

リムシを採梨するようになりました。 います 。

就職してからも時間の許す限り採集に出かけて

いましたが、 だんだんと仕事が忙しくなり、 採集

リ ーズ・昆虫と私
一t

杉坂先生や大平先生のお誘いを受け， この会に

入会させていただきました 現在は県立高校で国

語の教員をしております． 自然観察をしながら ，

運よく出会えた生き物たちの記録 ， 観察， 写真撮

影を週末行っていますので， フイ ールドで出会い

ましたら ， これからもよろしくお願いします．

野鳥の撮影から始まった自然観察は， 昆虫や植

物へとその領域を広げ ， 蝶の同定を杉坂先生にお

願いしようと連絡したのがこの研究会への入り口

でした．

岡崎 ・幸田 ・ 三ケ根山

でのアサギマダラのマ ー

キング調査も継続して参

加しています． 会員の 皆

様を始め ， 多くの方と知

り合い， 多くのことを教

わりました この年齢に

なっても「学ぶ楽しさ」

をエネルギ ー に， フィ ー

ルドを探索の週末です。

判 家 卓 司

現在は岡崎市を中心に 生物全般を観察対象に

広げています ． 実績は遅々として進みませんが ，

「岡崎の自然」という ， ホ ームペ ー ジも立ちあげ

ています ．

◇1962（昭37)年に今の住居に来てから， 晩秋にヒメヤママユが

灯火によく飛来していましたが ここでは絶滅したと思ってい

たこの蛾は2012年に何十年ぶりの飛来がありました（大平）

(27-X. 2012.大平採集）
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長野県平谷村長者峰・高嶺採集会

2012年度は岡崎市鳥川町、 三河高原牧場、 亀淵

川渓谷、 棚山商原、 長者峰・高嶺と5回が計画さ

れた。 そのうち、 棚山高原は諸々の事情で中止と

なったが、 他は予定通り実施された。

ここでは、 本年の採集会として最も期待された

「長者峰・高嶺」の採集会についての様子である。

7月15日（日）、 豊川市のギョギョランドに8 時

30分に4人か集合。 大平会長、 山崎副会長、 浅岡

副会長と伊藤である。

いつものことながら、 山崎氏には計画から案内、

運転と恐縮しながら乗車した。10 時を少々過ぎた

頃には、 長者峰の麓の登山道入り口に到着した。

案内看板の近くでは、 早速エゾハルゼミが出迎え

てくれた。 途上1,000m付近で採菓を開始したと

ころ。 私の目の前にアサキマダラが来たので早速

採集した。 また前方にはヒョウモンチョウの仲間

も舞っていた。

長者峰(1.573m)の頂上へは車なので20分で到

着した。 駐車場の石碑には天然のプラネタリュウ

伊 藤 昭 博

ムと書かれ、 ポストの中には星座印刷が投入され

ていた。 夏の夜、 寝袋の中から満天の星を眺めた

らきっと素晴らしいことだろう。

駐車場の南には展望台があった。 きょうは残念

なことに、 入梅中なのでガスがかかっていて恵那

山、 大川入山、 南アルプス等の展望はできなかっ

た。展望台の下には北西方面へ延びる車道がある。

この道を30分ほど行くと高嶺(1,599m)の頂上に

到着するのだ。 パラグライダ ー を楽しむために4

~5人のひとがいた。 この場所はその方面では有

名である。 本日はガスっていて、 安全のために待

機している様子であった。 高嶺への車道はコヒョ

ウモン、 ミドリヒョウモン、 テングチョウ、 スジ

グロシロチョウ等が飛び交い、 久しぶりにチョウ

の撮影を楽しむことができた。

集合時間には急な雨がきた。 そこで昼食は車中

となった。「シモフリがとれ始めだから早いのか

な」、「蝶は意外に多かった」、「山野草は期待外れ

だったなあ」などと虫談義がはずんだ。

下山途中の1,300m付近でも小採集を行い、 さ

らに足を延ばして、茶臼山にも寄って採集をした。

まあまあの成果であった。

本年の採集会に参加して思ったことは、 蝶、 甲

虫、 山野草など最適な時期を見つけることの難し

さを心底痛感した。




